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論文の要旨

本学位論文において、我々は、identity結合子の性質に基づて、各種非古典論理の性質を
調べる。１９７０年代の初めに、R. Suszkoは、Wittgensteinの Tractatus の哲学的アイ
デアの一部を形式化する目的で、sentential calculus with identity （以下、SCIと呼ぶ）
を提案した。 SCIの中では、文の論理値とは別に、文の参照の一致を形式化するため
に、identity結合子が導入された。彼のアイデアに基づいて、我々は最初に、弱い論理体
系 propositional calculus with identity （以下、PCIと呼ぶ）を導入する。この体系は、
SCIより、identityに関する reexivity及び transitivityの公理を除くことによって得ら
れる。次に、SCIのシミュレーション特性の拡張として、PCIの上で、各種非古典論理
を再構築する。この中には、非古典論理の二つの型、即ち、付加的なオペレータを持つ古
典論理、及び、厳密・適切・線形等の、各種弱い含意を持つ弱い論理が含まれる。実際に、
本論文において、次の各非古典論理が、PCIのある拡張体系に等価的に変換可能であるこ
とを示す; 必然性オペレータ2を持つ様相論理K, KT, KB, K4, KD, K5, S4, 及び S5、
適切 entailment ;を持つ Angellの analytic containment論理 AC、厳密含意 *を持つ
Corsiの弱い論理 F、及び、線形含意 �を持つ Girardの線形論理 GL。特に、様相論理
Kは、PCIの拡張体系PCIKに変換できる。この時、PCIK論理の代数的意味論を与える
PCIK代数について、更に、代数的特性を調べ、PCIK代数の subvarietyが、equationally
de�nable principal congruence (EDPC)を持つための必要・十分条件を与える。
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